
（別紙様式例３）

公表日：　令和6年2月1日 事業所名： ゆいまーるあくあ

はい
どちらと
もいえ
ない

いいえ 工夫した点、改善点 はい
どちらと
もいえ
ない

いいえ
わから
ない 保護者の方のご意見

1
利用定員に応じた指導訓練室等スペースの十分な
確保

5 3 1
イベントにより狭い時はテーブルの配置を変えたり、
部屋数を増やしたりしている。

25 0 0 7
人数の多い場合は部屋数を増やし、部屋割りを配慮
していきます。

2 職員の適切な配置 2 6 1 利用人数に応じた職員を配置している。 24 1 0 7
今後も安全に見守りができるよう、余裕をもって人員
を確保していきます。

3
本人にわかりやすい構造、バリアフリー化、情報伝達
等に配慮した環境など障がいの特性に応じた設備整
備

5 4 0
個人スケジュールや手順書などの視覚支援を行って
いる。足元が不安定な利用者様には介助を付けてい
る。

23 2 0 7
建物上完全なバリアフリー化はできないが、段差等
の危険な場所は介助をつけて対応します。

4 清潔で、心地よく過ごせ、子ども達の活動に合わせ
た生活空間の確保

6 3 0
毎日、清掃・消毒を行っている。　　職員はマスク着
用。

28 1 0 3
清掃後、アルコール消毒を行っている。今後も継続す
る。感染予防対策を行いながら生活空間を確保して
いきます。

1 業務改善を進めるためのPDCAサイクル（目標設定と
振り返り）への職員の積極的な参画

5 4 0
個人ファイルに目標達成ファイルを綴じて職員全体で支援
を行っている。問題点がある時は、日々のミーティングで共
有している。

日々のミーティングでPDCAサイクルを行い、職員の意識統
一を図っていきます。

2 第三者による外部評価を活用した業務改善の実施 3 6 0
年1回保護者アンケートと社内評価を実施し、改善に
つなげる取り組みを行っている。

今後も継続し業務改善に取り組む。必要であれば外
部評価等の実施も検討していきます。

3 職員の資質の向上を行うための研修機会の確保 9 0 0
年間計画を立て、毎月課題に沿った研修を行ってい
る。また、講師による外部研修も行っている。

Zoom等も活用し、引き続き研修機会を増やしていき
ます。

1
アセスメントを適切に行い、子どもと保護者のニーズ
や課題を客観的に分析した上での児童発達支援計
画又は放課後等デイサービス計画の作成

7 2 0
定期的にアセスメントを行っている。アセスメントにより抽出
された現在の課題や、利用者様及び保護者様のニーズを
取り入れたうえで作成している。

29 1 0 2 今後も支援会議やアセスメントを継続して行います。

2
児童発達支援計画又は放課後等デイサービス計画
における子どもの支援に必要な項目の設定及び具
体的な支援内容の記載

5 3 1
ガイドラインに則って事業者運営を行っている。利用
者様の成長に応じて支援計画、支援内容を考えてい
る。

29 1 0 2
支援方法について、保護者様と話し合いができる機
会を増やしていきます。

3
子どもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜
組み合わせた児童発達支援又は放課後等デイサー
ビス計画の作成

6 3 0
支援内容に留意しつつ、個々の特性、能力に応じて
無理なく活動に参加できるよう計画している。

個々の発達段階に応じて、個別の課題や社会性の
課題を、支援の中に組み込んでいきます。

4
児童発達支援計画又は放課後等デイサービス計画
に沿った適切な支援の実施

3 6 0 計画を職員間で共有、把握し支援を行っている。 28 2 0 2
ミーティングを重ねていく中で個々の支援内容を把握
し、職員間の支援の統一を図ります。

5 チーム全体での活動プログラムの立案 7 2 0
月ごとに担当者を決め活動内容を考案し、それを職
員間で検討しスケジュールを作成している。

ご利用者様が楽しく活動できるよう今後もプログラム
の工夫を行っていきます。

6 活動プログラムが固定化しないような工夫の実施 6 3 0
季節を感じられるイベントや音楽、運動、創作、食育
等利用者様と一緒に楽しめる活動を考えている。

29 2 0 1
イベントもマンネリ化しないように
子供が興味ありそうな事を取り
入れてくれている。

外出イベントの実施が難しいこともあるが、利用者様
に楽しんでいただけるようなイベントになるよう工夫し
ていきます。。

7 平日、休日、長期休暇に応じたきめ細やかな支援 7 2 0
平日の短時間で出来る事や、休日・長期休暇でじっく
り時間をかけてできる事を設定している。

休日と長期休暇のイベントの差別化はできていませ
んが、長期休暇中継続して進めていけるようなイベン
トも検討していきます。

8 支援開始前における職員間でその日の支援内容や
役割分担についての確認の徹底

9 0 0
利用者様が来所される前にミーティングを行い、活動
内容の確認や個別対応の必要な支援について情報
共有を行っている。

スムーズにスケジュールが遂行できるよう、引き続き
ミーティングにて情報共有を行っていきます。

9 支援終了後における職員間でその日行われた支援
の振り返りと気付いた点などの情報の共有化

9 0 0
ミーティングでその日の様子や問題点、気づきを報告
し次につなげる支援方法を共有している。

今後も日々の振り返りにて良かった点、改善点等を
話し合い、支援の質を高めていきます。

10 日々の支援に関しての正確な記録の徹底や、支援
の検証・改善の継続実施

9 0 0
ノートに利用時間内の利用者様の様子や送迎時の
状況や確認、連絡事項を記録。出勤していない職員
も共有している。

今後も継続して、ノートに利用時間内の利用者さ様
の様子や送迎時の状況や確認、連絡事項を記録。
出勤していない職員も共有していきます。

11 定期的なモニタリングの実施及び児童発達支援計画
又は放課後等デイサービス計画の見直し

6 3 0 定期的にモニタリング、担当者会、必要に応じてケー
ス会を行っている。

定期的にモニタリングや話し合いをし見直しを行って
いきます。

1
子どもの状況に精通した最もふさわしい者による障
害児相談支援事業所のサービス担当者会議への参
画

6 3 0
定期的にアセスメントを行っている。アセスメントにより抽出
された現在の課題や、利用者及び保護者様のニーズを取
り入れたうえで作成している。

より詳しくご説明できるよう、事前に職員間で対象者
について話し合いを行っていきます。

2

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害のあ
る子ども等を支援している場合）
地域の保健、医療、障害福祉、保育、教育等の関係
機関と連携した支援の実施

1 8 0
ガイドラインに則って事業者運営を行っている。利用
者様の成長に応じて支援計画、支援内容を考えてい
る。

現在、該当する利用者様はいませんが必要に応じて
連携していきます。

3

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害のあ
る子ども等を支援している場合）
子どもの主治医や協力医療機関等と連絡体制の整
備

0 8 1
支援内容に留意しつつ、個々の特性、能力に応じて
無理なく活動に参加できるよう計画している。

現在、該当する利用者様はいませんが必要に応じて
連携していきます。

4

児童発達支援事業所及び放課後等デイサービス事
業所からの円滑な移行支援のため、保育所や認定こ
ども園、幼稚園、小学校、特別支援学校（小学部）等
との間での支援内容等の十分な情報共有

5 4 0
学校送迎時や会議などを通じて情報共有を行ってい
る。

今後も保護者様の要望に応じて、学校や移行先への
情報提供を行っていきます。

5
他の障害福祉サービス事業所等への円滑な移行支
援のため、それまでの支援内容等についての十分な
情報提供

5 4 0
保護者様の要望に応じて行っている。相談員さんを
通して行っている。

今後も保護者様の要望に応じて、学校や移行先への
情報提供を行っていきます。

6
児童発達支援センターや発達障害者支援センター等
の専門機関と連携や、専門機関での研修の受講の
促進

2 7 0 必要に応じて利用者様の支援方針など助言をいただ
いている。

専門機関での受講は現在行っていないが、学びを増
やすためにも研修の参加に努めて参ります。

7

児童発達支援の場合の保育所や認定こども園、幼
稚園等との交流や、放課後等デイサービスの場合の
放課後児童クラブや児童館との交流など、障がいの
ない子どもと活動する機会の提供

0 7 2 個人情報や感染予防等の観点から現在行えていな
い。

14 1 5 12 施設以外の子どもと交流ができるような機会が提供
できるよう検討していきます。

8 事業所の行事への地域住民の招待など地域に開か
れた事業の運営

0 6 3 個人情報や感染予防等の観点から現在行えていな
い。

地域理解を深めるためにも検討していきます。
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児童発達支援又は放課後等デイサービス事業に係る自己評価結果公表用

事業所職員及び保護者の方の御意見を踏まえ、自己評価の結果を公表します。
評価を踏まえて、事業所の運営における課題点及び改善すべき点を確認し、今後の運営に活かしていきます。

事業所の現状評価 保護者の方の評価
評価を踏まえた

改善内容・改善目標
区分 チェック項目



はい
どちらと
もいえ
ない

いいえ 工夫した点、改善点 はい
どちらと
もいえ
ない

いいえ
わから
ない 保護者の方のご意見

事業所の現状評価 保護者の方の評価
評価を踏まえた

改善内容・改善目標
区分 チェック項目

1 支援の内容、利用者負担等についての丁寧な説明 7 2 0 契約時に説明をし、承諾を得ている。 29 1 1 1 ご質問ご不明点があった場合は、迅速に対応してい
きます。

2 児童発達支援計画又は放課後等デイサービス計画
を示しながらの支援内容の丁寧な説明

7 2 0 計画書をお渡しする時、または電話にて説明してい
る。

29 2 0 1 今後も直接お会いできない保護者様については電話
にて支援内容の説明を行っていきます。

3 保護者の対応力の向上を図る観点から、保護者に
対するペアレント･トレーニング等の支援の実施

1 8 0 保護者様から相談があった時は必要な支援を行って
いる。

15 4 4 8 現状では限られた職員しか対応できないため、今後
は全職員が対応できるよう努めていきます。

4 子どもの発達の状況や課題について、日頃から保護
者との共通理解の徹底

8 1 0 連絡帳や送迎時など保護者様と情報共有できるよう
に心がけている。

27 3 1 1 今後も、連絡帳や送迎時など保護者様と情報共有で
きるよう努めていきます。

5 保護者からの子育ての悩み等に対する相談への適
切な対応と必要な助言の実施

9 0 0 相談があった時は適切な対応が出来るように心がけ
ている。必要に応じて職員間で話し合いを行う。

23 7 0 2
その都度相談にのってもらえ
てます。

今後も、相談があった場合は電話で迅速に対応して
いきます。希望された場合は面談対応も行っていき
ます。

6 父母の会の活動の支援や、保護者会の開催による
保護者同士の連携支援

0 7 2 現在行っていない。今後の課題である。 4 3 11 14
保護者会等は求めてないで
す。

現在行っていませんが検討していきます。

7
子どもや保護者からの苦情に対する対応体制整備
や、子どもや保護者に周知及び苦情があった場合の
迅速かつ適切な対応

9 0 0 上司に報告し、迅速に対応するように心がけている。 22 1 0 9
苦情も問題もないし、何かあ
ればすぐ報告してくれる。

苦情や体制整備に迅速に対応できるよう今後も努め
ていくと共に、保護者様への適切な情報伝達に努め
ていきます。

8
障がいのある子どもや保護者との意思の疎通や情
報伝達のための配慮

9 0 0
文字、絵カード、ジェスチャー等個々に応じてわかる
ように伝え方を考慮している。

28 0 0 4
伝達時でも気をつかってくれ
ている。

今後も保護者様とお話しする機会を増やし、本人に
分かりやすい伝え方を見つけていけるよう連携を
図っていきます。

9
定期的な会報等の発行、活動概要や行事予定、連
絡体制等の情報についての子どもや保護者への発
信

5 4 0 予定表やイベントのタイムスケジュールを毎月配布し
ている。ＳＮＳで活動の様子を発信している。

29 0 0 2
インスタを見ても新しいのが
あるのかよくわかりません。

今後もSNSを活用し、情報を発信していきます。

10 個人情報の取扱いに対する十分な対応 8 1 0
個人情報の外への持ち出しは禁止している。ＳＮＳの
発信においては肖像権に関して保護者様に確認して
いる。

28 0 0 4 個人情報の取り扱いについて、社内研修でも取り入
れていきます。

1
緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対
応マニュアルの策定と、職員や保護者への周知徹底

8 1 0
マニュアルを作成している。社内での勉強会で共有し
ている。

25 1 0 6
保護者様への周知が不十分な部分があるため見直
していきます。

2 非常災害の発生に備えた、定期的に避難、救出その
他必要な訓練の実施

9 0 0 定期的にイベントに取り入れ、実施計画を確認し行っ
ている。

26 0 0 6
定期的に地震、火災の避難訓練を利用者と一緒に
行い、避難場所や避難方法の確認を行っていきま
す。

3 虐待を防止するための職員研修機会の確保等の適
切な対応

9 0 0
社内研修に取り入れている。気になることがあった時
は職員全員で共有し、利用者様への対応を行ってい
る。

自分の行動や支援を振り返る機会を作り虐待が起こ
らない施設を目指します。

4

やむを得ず身体拘束を行う場合における組織的な決
定と、子どもや保護者に事前に十分に説明・了解を
得た上での児童発達支援計画又は放課後等デイ
サービス計画への記載

7 2 0
必要な利用者様に対しては支援内容に組み込むが、
現在は対象者なし。

対象利用者様については、保護者様と共通理解を図
り身体拘束を行った際は記録に残していきます。

5 食物アレルギーのある子どもに対する医師の指示書
に基づく適切な対応

5 3 1 保護者様より書類提出、または情報をいただき配慮
し提供している。

必要に応じて医師の指示書に基づき、適切に対応し
ていきます。

6
ヒヤリハット事例集の作成及び事業所内での共有の
徹底

9 0 0
ミーティングでの情報共有ほか、ヒヤリハットを作成し
ファイルで保管している。

引き続き情報共有を行っていきます。
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